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井上貴博 猪股雅史 片田夏也 須田康一 竹政伊知朗 寺尾泰久
内藤　剛 中村雅史 本田五郎 文　敏景 渡邊昌彦

　2016 年度より編集委員を仰せつかりました，東北大学の内藤　剛と申します．私が外科医として今日
まで学んできた道のりは，まさに内視鏡手術が誕生し普及してきた時代そのものだと思います．外科医と
して初期研修をスタートし，開腹手術が当たり前だった時代に腹腔鏡手術を初めて見た時の衝撃は今でも
忘れることができません．まさにハンマーで頭を殴られた様な衝撃でした．大げさに言えば黒船を初めて
見た幕末の人たちのそれと同じと言ってもいいでしょう（黒船は見ていないので分かりませんが……）．
それと同時に，何と外科医にストレスの多い手術だろうと思ったのも事実です．ましてや当時は機材も各
メーカーとも開発の途上で十分とは言えなかった時代でした．そんな中 1995 年にアメリカに渡って初め
て見たのが膵頭十二指腸切除術の腹腔鏡下手術でした．当時の私にしてみれば開腹でもしたことがない手
術です．それを腹腔鏡でするなんて，クレージーだとしか思いませんでした．カメラ持ちをしているとさ
すがに手が痺れてきて最後には手の震えが止まらなくなったのを覚えています．さらには副甲状腺の内視
鏡手術．皮下に送気して内視鏡をいれて手術をする？意味がわかりませんでした．さらには病的肥満症に
対する胃バイパス術です．日本では絶対に必要のない手術だと思っていました．ところがそれから 20 年
余りがたち，それらの手術は今日では日常的に内視鏡手術で行われるようになってきました．この内視鏡
外科学会雑誌にもたくさんの新しい手技や工夫，さらにはそれらの成績が報告されています．日本人の繊
細で緻密な技術は内視鏡手術に非常にマッチしているのだろうと思います．さらにはこの手術を黎明期に
安全に普及させて来られた多くの先達の努力のおかげだと思います．
　もうすぐアメリカ内視鏡外科学会（SAGES）がヒューストンで開催されますが，日本からの参加者は
年々増加していると聞いています．今までは，新しい手術は海外から教えてもらい日本で工夫して普及さ
せて行った時代でしたが，これからは我々日本の外科医から新しい手技やエビデンスを世界に向けて発信
していく時代になっていくでしょう．これからの 10 年で我が国の内視鏡外科がどのように発展してくの
か非常に楽しみです．

（内藤　剛）
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第 22 巻 4 号
『投稿論文特集』

●原著
腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術（TAPP法）総手術時間からみた
　高難度症例の検討 � 久下博之・他　奈良大腸肛門病センター大腸肛門科
閉鎖孔ヘルニア嵌頓症例に対する緊急腹腔鏡下手術の検討 � 大山健一・他　能代厚生医療センター外科
●症例報告
傍卵巣嚢胞捻転と卵管捻転を同時に伴った 1例 � 楯川幸弘　佐久総合病院佐久医療センター小児外科
腹腔鏡下に摘出した巨大胃石の 1例 � 岩瀬亮太・他　国際医療福祉大学病院消化器・一般外科
高度肥満症患者の外傷性腹壁ヘルニアに対し腹腔鏡下修復術を行った 1例 � 今村清隆・他　手稲渓仁会病院外科
続発性会陰ヘルニアに対して腹腔鏡下修復術を行った
　1例 � 荒川　敏・他　藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院消化器外科
食道胃接合部へ達する胃大型GISTに対して腹腔鏡下胃局所切除術を施行した
　1例 � 垣内慶彦・他　庄原赤十字病院外科
妊娠 32 週目に発症した切迫流産を伴った急性虫垂炎に対して
　腹腔鏡下虫垂切除術を施行した 1例 � 岩村宣亜・他　神戸市立医療センター中央市民病院外科
●手術手技
牽引糸を駆使した単孔式腹腔鏡下結腸切除術における体腔内吻合 � 加藤航司・他　沖縄協同病院外科
成人鼠径ヘルニアに対するTransabdominal preperitoneal repair（TAPP）法
　におけるパリテックス TM ラップ　プログリップ TM　メッシュ展開法の工夫 � 須藤隆之・他　盛岡市立病院外科
●私の工夫
スマートフォンを用いた胸腔鏡トレーニングボックスの作製と胸腔鏡手術
　トレーニング � 関村　敦・他　新武雄病院呼吸器外科

但し誌面の都合により変更がございます．ご諒承ください．
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